
少しずつ日が長くなり、桜の便りも聞かれる 3 月と
なりました。自宅の窓から見る街の風景はいつもと変
わらないように見えます。けれどもこの 1 年で世の中
は大きく変わりました。

「Stay home」や「三密を避ける」等、1 年前には
なじみのなかった言葉が私たちの毎日の行動の指針と
なりました。私たちの子どもシェルターでも、スタッ
フには行動制限やできる限りの車通勤をお願いしたり、
ボランティアをお断りする等、手洗い・消毒・検温以
外にも新型コロナウイルス感染症対策を充実させてき
ました。おかげさまで、今のところスタッフ・ボランティ
アにも子どもたちにも体調不良者も陽性者も出ていま
せん。

Stay home が社会的要請になり、外に出ること自体
や外での居場所が制限されるなか、家にいられない子
どもたちの存在が忘れ去られているように思います。
家以外の居場所を探して、生き延びてきた子どもたち
に、被害の現場となる家庭に Stay home を要求するよ
うな新型コロナウイルス感染症予防対策は、新たな被

害を招来することになります。

実際、まだデータは出ていませんが、現場の実感と
して、児童虐待が増えていたり、若年妊娠が増えてい
るといわれていますし、厚生労働省の調査によれば、
女子高生の自殺は前年より増えています。子どもの生
きづらさはコロナ禍によって加速しているように思い
ます。

子どもシェルターは、子どもの安心・安全な居場所
を一時的に提供することはできます。ただ、家庭が居場
所でなくなった子どもたちには、継続的な居場所が必要
です。帆希では、より継続的な子どものたちの居場所を
つくるために新たなプロジェクトを開始しました。

コロナ禍においては、家庭が居場所にならない子ど
もたちの存在が平時にもまして無視されがちです。帆
希では、コロナ禍が継続する中で、これまで以上に、
家庭以外の安心・安全な生活の場を提供するために、
頑張っていきたいと思います。

理事長 • 後藤弘子
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コ ロ ナ 時 代 と 子 ど も の 生 き づ ら さ
〜 S t a y  h o m e が 安 全 で は な い 子 ど も た ち 〜



庭の紅梅が咲きそろってはるつげにも暖かい春の陽
ざしが降りそそいでいます。シェルターという閉ざされ
た空間にいる子どもたちも、庭の草花や降りそそぐ陽ざ
しの変化で季節を感じられ、明日への希望につながって
いくことはありがたいとしみじみ感じております。

令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症に振り回さ
れ、不安な 1 年のはじまりから、未だ先が見えずの状態
の中で 1 年が過ぎようとしています。それでもはるつげ
を頼って来てくれる子どもたちは新しい環境の中、時に
は反発し、時には甘え、そして受けとめてくれる職員、
大勢のボランティアの方に支えられて、少しずつ自分を
見つめ直して生活しています。このような誰も経験した
ことのない現実の中で令和 3 年度がはじまりました。本
年もよろしくお願いします。はるつげでの子どもたちの
生活を少しですが皆様にお伝えできたらと思います。

新型コロナウイルス
感染症が広がり、緊急
事態宣言が出され、外
出もままならず、家の
中で楽しめるものに挑
戦。毎日の学習に加え
て、ピアノ・お茶のお
稽古・褒め言葉トラン
プ・花や野菜作り。ほ

かにも手芸（ビーズアクセ
サリー作り・パッチワーク・
編み物や、袋類・ティッシュ
ケース・エプロン・ナフキ
ン等の製作）、お菓子作り

（ケーキ類・チョコレート・
和菓子等）、料理（煮物・炒
め物・汁物）等盛りだくさん。

自分の好きなものをたくさん食べてお腹いっぱい、
大満足。その成果は体重に表れて、夜はせっせとスト
レッチ。でも成果が見えず。次はダイエットを試みるが、
常に明日からと目標が変わってしまう毎日です。

それでもたまには外へ行きた～い！　で 5 月、海に
行きました。広い海原に気分もスッキリ！　浜を散策
し、お昼は手作り弁当を味わい、小石や貝がらを拾っ
てきて門から玄関までの小道を飾ってくれました。

とても暑い夏でした。7
月、庭で夏祭りを楽しみま
した。魚釣り・しゃぼん玉・
缶積み、そしてかき氷。テー
ブルいっぱいの昼食。暑い
暑いと言いながら庭と部屋
の中を行ったり来たり。「誰
か熱を出すのでは？」と心

配しましたが皆元気でした。

天気の良い日には人ごみを避けて散歩。日中の人の
少ない公園でバスケット、バドミントン、テニス、縄
とび等、10 代の子どものエネルギーに職員はついてい
くのがやっと。子どもたちは自分と同じように歩ける
と思っているので大変です。

そしてハロウィンを楽しみました。このときとばか
り、さわぎまくって子どもたちもスッキリ。
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施設長からはるつげ
0 0 0 0

報告

コロナ禍でスタートした令和 2 年度

春

夏

秋

シェルター「はるつげ荘」で過ごす子どもたちの１年間の姿をお知らせします



なんといっても一番の楽しみ
はクリスマス会。それぞれ自分
の得意なケーキを一品作るのが
はるつげの伝統。チョコレート
ケーキ、フルーツケーキ。苦手
な子はクッキーをたくさん作っ
て皆でお腹いっぱい食べました。
なんといっても甘いお菓子が大
好きな女の子たち。ダイエット
は当分おあずけといった様子。
ゲームやプレゼントをたくさん
貰って大喜びでした。

そしてお正月。いつもより寝坊しておせちとお雑煮
をいただきました。なぜか神妙に食べている姿に思わ
ず笑ってしまいましたが、「おせちは初めて」と珍しかっ
たようです。そして皆で近くの神社へお詣りに行きま
した。

毎日が単調になりがちな生活ですが、少しでも潤い
のある生活ができるように行事はなるべく取り入れて、
楽しみながら昔からの文化の体験をさせてあげたいと
願っています。どうぞ今後ともよろしくお願いいたし
ます。

施設長 • 柏原美津子
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冬

新型コロナウイルスの感染拡大から既に 1 年が経過
しました。職員間でも、新型コロナウイルスの脅威に
ついて、日々の会話や職員会議の中で話題にしてきま
した。この未知の感染症について、保健所等の行政機
関から指導はなされていますが、現在、保健所や医療
機関はひっ迫した状態です。もし自分が感染してしまっ
たらと考えると、不安や恐怖がよぎります。

以前、私は医療機関に勤務し、感染症患者のケアや
免疫機能の低下した患者のケアを経験していたので、
はるつげ荘内での感染予防については、その経験を活
かし取り組みたいと考えています。職員も、感染しない・
感染させないために、粛々とやるべきことを考え、議
論しています。

家庭内生活における基本的な感染対策は、①予防、
②経路の遮断です。はるつげ荘でも、厚労省の指針に
もあるように、①マスクの着用・手洗い・うがい・検温・
十分な栄養・睡眠の確保・心身の健康管理、②室内の
清掃と換気を十分に行う等の予防対策をとっています。

そして、一番の心配事項…それは感染が起きたとき
にどうするか？　という点です。災害時の対応と同じ
ように、リスク対策が必要です。はるつげ荘では、リ

スク対策として、感染者が出た場合、感染拡大を防ぐ
ために個室対応（隔離とは表現したくありません）を
とることとし、看護者の控え室も用意し、一般の生活
空間とビニールシートで区切ることとしました。また、
看護する職員の感染対策として、ビニール着衣・手袋・
マスク・ゴーグル・フェイスシールド・アルコール消
毒剤を確保しました。必要なものをセットグッズ化し、
いつでもすぐに使うことができるように準備していま
す。

幸いなことに、これまで、このグッズを使う機会は
ありませんでした。ボランティア・コタン・そのほか、
はるつげ荘に関わってくださっている皆さんの日頃の
心がけの賜物と言えると思います。とはいえ、世界中
の人びとが行き来する地球環境、今後もさらなる脅威
の感染症が出ないとも限りません。万が一の備えは常
にしておかなければならないと考えています。

リスク対策のセットグッズ…使うことがなければ、
忘れ去られてしまうかもしれませんが、私としては、
そのような未来が訪れることを心から願うのです。

（Y•I）

まとめ

はるつげ荘の
コロナ感染症対策
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子ども担当弁護士、通称「コタン」。子どもの環境を取り
巻く様々な逆境に対して、専門的観点•立場から立ち向か
い、子どもたちに寄り添い、そして守っていく。そんなリア
ルな「コタン」の報告をご紹介します。

私が子ども担当弁護士（以下「コタン」と言います）
として経験した事案において、シェルター退所後の子ど
もへの継続した支援の必要性について強く感じた事案が
ありますので、以下、ご紹介いたします。

私が A さんのコタンとなったのは、以前コタンを担当
した S さんからの相談がきっかけでした。S さんからの
相談内容は、「同級生の A さんが、親から暴力を受けて
家出して、私の家にいる。児童相談所には絶対に行きた
くないと言っている。助けてあげてほしい」というもの
でした。

初めて会った A さんは、私からの問いかけに対して目
を合わすことなく、言葉を慎重に選び、少なげに返答す
るだけで、大人への警戒心や不信感を強く感じる子ども
でした。

はるつげ荘に入所した A さんとの面会を重ねるうち
に、A さんが幼いときからつらい経験をしてきたこと、
児童相談所（以下「児相」と言います）への不信感から
児相を頼ることができなかったこと等がわかりました。

A さんは、はるつげ荘を退所した後の生活について、
「親のところには絶対に戻りたくない」という強い思いを
何度も口にしていたほか、「高校を卒業したい」という前
向きな希望も持っていました。児相も私も、A さんを親
の元へ戻すべきではないこと、高校は卒業すべきである
ことという点では意見が一致していたものの、現時点で
A さんがひとり暮らしをすることは難しいと判断せざる
を得ず、他方で、自立援助ホーム等はどこも満室となっ
ていて空きはなく、A さんと児相と何度も話し合った結
果、県内にある親族宅で生活することとなりました。

私は、一抹の不安を感じたものの、A さん自身が親族
宅での新しい生活を明るく前向きに捉えている様子がみ
られたこともあり、「なにかあればいつでも相談してね」
と何度も念を押し、A さんを親族宅へと送り出しました。　

その後、A さんからは、親族宅で落ち着いて生活して
いること、高校の転入試験に合格して通学を始めたこと
等の連絡を受け、A さんが順調に新しい生活を始めてい
ることに安心していましたが、その数か月後、S さんか
らの電話で、A さんが、コロナ禍の中、死を選択したこ
とを知りました。

A さんの身に一体なにがあったのか、どのような経緯
があったのかは分かりませんが、コタンとしての無力感
を痛感せずにはいられませんでした。

はるつげ荘に入所中、A さんは、毎日、三食の温かく
て美味しいご飯をお腹いっぱい食べ、感情を露わにして
大人に反抗し、A さんのことを本気で心配するスタッフ
さんたちから愛情ある言葉で叱られていました。私も A
さんと会うたびに、家族・友人・学校のこと等、お互い
によくおしゃべりをし、私が初めて A さんと出会ったと
きに強く感じた大人への警戒心や不信感が少しずつほぐ
れていっている様子を感じていました。

そのような経験は、確かに A さんの「生きる力」になっ
てくれたと私は確信しています。

しかし、はるつげ荘は、あくまで一時的な緊急避難施
設であって、はるつげ荘を退所すれば、はるつげ荘と子
どもたちとのつながりは途切れてしまいます。退所後の
子どもに対してコタンが継続してできることにも自ずと
限界があります。

A さんの選択の背景には複雑に絡み合った様々な要因
があったのだとは思いますが、A さんの訃報を聞いたあ
の日から、私の中で、「もし、はるつげ荘を退所した後の
選択肢として、親に振り回されず、複数の大人が見守り、

4
きっかけは S さんからの相談だった

一抹の不安が現実に コタンとしての苦悩

はるつげ荘を退所しても切れ目ない支援を
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衣食住と学習機会が保障された、はるつげ荘の延長のよ
うな安心・安全な居場所があったのであれば、違う結果
になったのかもしれない」という思いが消えません。

立法措置の不備や行政の予算の問題、現場における慢
性的な人手不足の問題、大人に近い年齢で保護される子
どもたちに対する社会的関心の低さ等、子どもの支援を
巡る問題や課題はたくさんありますが、A さんのコタン
を経験し、子どもに対する支援や保護は、「点」で支える
だけでは決して足りず、その子が自立するまでを「線」
で支えていくことがとても重要であること、はるつげ荘

を退所した後も切れ目なく支援できる仕組みづくりの必
要性について、改めて強く認識したところです。

S さんによれば、A さんは生前、私のことを「あんな
大人もいるんだ」等と話してくれていたそうです。小さ
な子どものようだった A さんの笑顔を忘れずに、私自身、
たとえ無力であっても支援を続けることが大切であると
信じ、微力ながらも、これからも引き続きコタンとして
の活動に携わり続けていきたいと思っています。

弁護士・小西朱見

新プロジェクト始動！
自立援助ホームの開設に向けて

平成 28 年 4 月にシェルター事業を再開して以来、私
たちは子どもシェルターに入所する子どもたちと共に成
長し、そして次のステージに旅立つ子どもたちを見送っ
てきました。

シェルターは秘匿性の高い緊急避難場所。子どもたち
は皆そのことをよく理解してくれ、次に避難してくる子
のために、シェルターの秘密を守ってくれています。そ
う考えると、ここに来た子どもたちも、支援者の一員に
なってくれているのだと感じます。

シェルターは秘匿性の高い緊急避難場所。だからこそ、
子どもたちは、ここを退所した後、辛いとき、心細いとき、
不安なとき、気軽にはるつげ荘に立ち寄ることができま
せん。退所後に困ったことがあればコタンが相談に乗っ
てくれますが、それでもやっぱり、様々な試練に直面し
ている子どもたちの様子を知るたび、胸が痛むのです。

シェルターは秘匿性の高い緊急避難場所。そうじゃな
くても、どんな支援にだって限界はある…私たちが他者
のためにできることなんてほんのわずかなことなのだ…。
分かってはいるけれど、それでももう少し、子どもたち
の人生に寄り添いたい。少女たちがひとりで生きていく
には、この世界はまだまだ厳しすぎる。だから、もう少
しだけ、私たちにお手伝いをさせて欲しい。

この 5 年間、こんな思いが、私たちの中にくすぶり、
次第に大きくなっていきました。

前号でもお伝えしたとおり、はるつげ荘に入所する子
どもたちの大半が高校生、ほとんどが学校に所属してい
ます。通学可能な範囲で新たな生活の場を見つけること
は難しく、シェルターの入所期間が長期化する一因にも
なっています。転学や休学を余儀なくされたり、進学を
諦めなければならない子もいました。学校は子どもたち
にとって、未来へ夢をつなぐ居場所です。学校継続がで
きる生活の場が必要なのです。

シェルターに来た子どもたちに、退所後も支援をした
い！

居場所をなくした子どもたちが、心の居場所を失わな
い生活の場をつくりたい！

私たちは、千葉県内で最も大学・高校の設置数の多い
千葉市内で、新しく自立援助ホームを開設することを決
めました。これまでの思いを形にしよう。子どもたちの
人生に新たな風を送ろう！

２０２１年、私たちは新たなプロジェクトを始動しま
す！

センシティブな内容を含む記事となっております。悩みや不安があれば、ひとりで悩まず、相談窓口へ。
こころの健康相談統一ダイヤル……☎︎0570-064-556



ふるさと納税

クラウド
ファンディング
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平素より子どもシェルター事業へのご理解、ご支援

を賜りありがとうございます。皆様からのご支援は、
施設の修繕や職員体制の拡充等、子どもたちの過ごす
環境や支援を充実させるため、大切に活用させていた
だいております。

子どもセンター帆希では、より一層、子どもたちへ
の支援を充実させることを目指し、令和 2 年より、

①クラウドファンディングによる継続的なご支援

②ふるさと納税を活用したご支援

をいただける仕組みを導入いたしました。いずれも当
センターホームページのトップページよりアクセスし
ていただけます。

①クラウドファンディングは、マンスリーサポー
ターとして、月 1,000 円～継続的にご支援をいただく
ものとなります。一度ご登録いただきますと、その後
毎月継続的にご寄付いただく仕組みとなっております。
メールアドレスを登録していただきますので、ご登録
いただいた方には、毎月 1 回、子どもシェルターの様
子等をメールマガジンでご紹介させていただいており
ます。

②ふるさと納税を活用したご支援については、千葉
市の「千葉市まちづくり応援寄附金」という制度を活
用させていただいております。一般的なふるさと納税

は、その用途を具体的に特定することができませんが、
この千葉市の寄附金制度では、寄附の対象を選ぶこと
ができます。千葉市へのふるさと納税という扱いにな
りますので、節税等の場面でもご活用いただくことが
できます。

是非、これらの制度のご利用もご検討いただければ
幸いでございます。

ご存知のとおり、子どもシェルターは子どもたちの
「緊急避難先」であり、安全確保を最重視し、ここから
通勤・通学することは基本的に想定されておりません。
したがって、入所した子どもは、その生活のほとんど
をシェルター内で過ごすことになります。そのため、
シェルターでの生活の質、支援の質は、子どもの成長
発達に直結するものとなり、それだけに、私たちはそ
の重責を果たせるよう努めなければなりません。しか
し、残念ながら国等からの委託費等だけでは、その経
済的基盤を十分整えることがかないません。当センター
にご寄付いただいている方々や会員の皆様には、当セ
ンターの土台を支えていただいており、ひとつのチー
ムとして、ともにシェルターに入所した子どもたちの
安心・安全の確保に取り組んでいただいているものと
感じております。

今後も、皆様とともに千葉の子どもたちを守るため、
より一層努めて参ります。引き続きよろしくお願い申
し上げます。

The HOMARE NEWS LETTER

更なる子どもの支援充実を目指して
～クラウドファンディング・ふるさと納税によるご支援～

⬇千葉市まちづくり応援寄附金 ⬇︎クラウドファンディング



7



The HOMARE NEWS LETTER

8

　　　ボランティア 古山和子さん

私は主に泊まりボランティアをしています。大体夕方
6 時から、明朝の 8 時頃までいます。

夕食を一緒に食べた後、子どもたちはテレビを観たり、
トランプや卓球をしたりするので、一緒に相手をすること
もあります。ミサンガや編み物、ミシンかけ等をする子も
いて、見ていて楽しいです。10 時の就寝時間までなにも
することがないときは、子どもたちのそばで一緒にテレビ

を観たり、新聞を読んだりして過ごします。スタッフさん
のお手伝いをしながら、お話しをすることも多いです。

子どもたちは孫と同じくらいなので、そばにいるだけ
の存在であるよう心がけています。それにしてもスタッフ
さんは大変です。食事の献立・調理、そして言うことを聞
かない子や甘えてくる子を上手く捌いて、いつ寝たのか、
いつ起きたのかわからないほど働いています。スタッフさ
ん！　体に気を付けて、これからもよろしくお願いします。
そして子どもたちの自立を心から応援しています。

日頃、ボランティアで帆希の活動を支えてくださっている方々の声をご紹介いたします！

家庭内で虐待を受けている子が、自ら SOS を出せ
ることは多くありません。そのため、学校等、子ども
が所属する機関が虐待を認知する重要な役割を担って
います。しかし、この 1 年、外出自粛等で子どもが家
庭外で活動する機会が制限され、所属機関が虐待を認
知する機会が減ってしまったように思います。

新型コロナウイルス感染症の収束は、今なお見通し
が立たず、このような状況はまだ続くでしょう。その
ため、より多くの方に、社会的擁護が必要な子どもた
ちがいること、そして帆希の活動を知ってもらい、子
どもたちを虐待から守る「目」となってもらう必要性
が高まっています。

本年 5 月 15 日、帆希はオンラインでシンポジウム
を開催しますので、是非、お誘い合わせの上、ご参加

いただきますようお願いいたします。

今回のニュースレターでは、自立援助ホーム開設と
いう、私たちの新たなプロジェクトの始動を報告する
ことができました。より継続的に子どもたちを支援し
ていきたいという私たちの思いを形にしていきます。

帆希が新たなプロジェクトを始動させることができ
たのは、ひとえに皆様のお力添えのおかげです。感謝
申し上げます。

子どもシェルターでの支援の充実、そして自立援助
ホームでの継続的な支援を実現させるため、今後とも
ご支援、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

弁護士 • 永井理矢子

編 集 後 記


